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2016年 9月10日 (土)14時～17時
一般1,500円 学生1,000円 当日受付にて13時半より発売 (先着200席)

社さきがけホァル
主催 :NPO法人上方巽記念秋田舞踏会 提携 :石丼猿 上方実記念国際ダンスフェ″ ′ヽル 助成 :秋田県「文化による地域の元気創出補助事莉 アサヒカレープ芸術文化財回

特別協賛 :アサヒビール株式会社 協力 i大野―雄舞踏研究所 有限会社かんた 後援 :公立大学法人秋田公立美術大学、鷹慮義塾大学アートセンター、秋ll県文化振興課

後援 :秋田県教育委員会 秋田市教育委員会、株式会社秋口魁新報社 ABS株式会社秋田放送、AKT秋 ロテレビ株式会社、AAB秋田朝日放送株式会社、株式会社エフエム秋餞
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方巽メモリアル30‐公演 |

6。 9。 10(土)さきがけホール 開演14時 終演17時 |

一 般 1,500円  学 生 1,00o円  ※当日13時 半より会場受1に
て販売 (先着200席 )

脚本、監督 :細江英公 映画「へそと原爆」映像挿入

大野慶人特別舞踏公演「花と鳥」  ‐

舞踏:大野慶人 衣踏:大野悦子 金光圭子 音響。映像 :國府田典明 照明:溝端俊夫

大 野 慶 人 (おおの よしと)                |   ‐

1938年東京生まれ。13歳で父 大野―態からモダンダンスを習う。1959年大野=雄「老人と海」

でデビュー、その lヶ月後、上方実の「禁色Jで少年役を演する。「禁●」は舞踏の最初の作品

と言われている。以後、上方あ「あんま」「バラ色ダンス」等舞踏草創苅の作品に多力1する,

1969年 初リサイタル「爪の孤独Jのあと舞台活動を中断。1985年「死海」で大野―雄と共演し、:

上方振付作品によリカムパックした。1986年 上方栗の急逝以降「睡蓮」「花鳥風月J等本野
―雄の全公演を演出、2000年代に一雄がひとりで舞台に立てなくなつてからは,二蔵の体を

支えて舞踏公演を続ITた。199時 、郡司正勝氏の遺稿を基に「ドリアングレイの最後の肖像」

を上演。近4に「花と鳥J「それはこのようなことだった」等.著 作に『大野一雄、魂の種』他。

魁新報に連載中の筆者が語る、土方巽の人生と、彼が創出した舞踏と世界の潮流

森下隆記念講演        ‐

「不世出の舞踏家・土方巽 秋田から世界へ」

森 下 隆 (もりしたたかし)                |
1950年 福井県生まれ。大学在学中の1972年 から上方異の舞踏公演の制4に携わる11986年

上方異死後、上方栞記念資料館を設立し上方栞の資料の収集 保存活動を行う。1998年慶應
義塾大学アートセンターに上方興アーカイヴを設立して上方興の舞踏資料を移管し、新たに

アーカイブ活動を展開。上方興展の企画 構成や舞踏の海外公漁を制作し、上方実の舞踏を

国内外で紹介する活動を行っている。NPO法 人舞踏創造資源代表理事 藤應議摯大学アート
センター所員。慶應義塾大学文学部 大学院非常勤講師。著書に『上方異 舞踏語の舞磨■

記号の創造、方法の発見』『上方実― 肉体の舞踏誌』など。編著書に
'上

方栗の舞踏』他多数。

「病める舞姫」の里・秋田に暮らす者たちが、新たな読み解きと踊りの創作に挑む
|  ■

ダンスと読み解き「病ある舞姫―五章■」|

原作 :上方巽『病める舞姫』 踊り:今野かおる 読み解き:土方巽記念秋田舞踏会

舞台監督 :梁田恵一 衣裳 :佐藤みつ子 音響照明 :曽我傑 企画 :米山仲子

ム
|

土方巽メモリアル30ワークショップ |

1大野慶人舞踏入門ワークショップ 講師:大鍵夫

2016.9。 9(金)にぎわい交流館AU 3階 19時～21時‐
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NPO法 人 上方巽記念秋田舞踏会

秋田県秋田市泉中央 lH4(米 山)

tel:018-864-1179
e― mall:hlJikata― akita@Ive Jp


